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3. 成果・進捗概要
2025年度末には、最終目標である 各種産業用途における水素品質規格案と
水素の品質規格体系案の構築 を達成

1. 期間 開始：2023年8月
終了：3年事業で、 2026年3月31日

2. 最終目標
2023年度～2024年度に実施の、
 ①各種用途における水素に求められる規格項目と閾値に関する情報収集
 ②各種産業用途に求められる水素性状確保への精製工程の要否と適切な精製方法

に関する情報収集
 ③各種産業用途向けの燃料用や原料用のMCH水素（SPERA水素）性状の検討
 ④燃料用水素（製油所副生水素、MCH水素）を対象とした事業用天然ガス火力

発電所（コンバインドサイクル）の適用への影響評価
 ⑤（①～④を反映した）各種産業用途における水素品質の規格項目や閾値の検討
これら五点の検討結果をベースとして、
最終目標：各種産業用途における水素品質規格案と品質規格体系案の構築







2 ．研究開発マネジメントについて②（実施体制）
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３．研究開発成果について    テーマ①各種産業用途の水素の性状調査と
水素品質の規格項目や閾値の検討㋓精製工程の要否と適切な精製方法の検討(2)

①水素精製方法の情報収集＝ライセンサーやエンジ会社のデスクトップでの情報収集
水素精製方法として   ・触媒反応での精製（deoxo）・PSA（圧力スイング吸着）
右記4種の情報収集  ・深冷分離（冷却下の気液分離）・膜分離（貴金属膜･高分子膜等）

各精製方法の特徴･長短所整理⇒大規模化や混入化学種勘案⇒PSA･膜分離有力

②精製方法のコスト比較
・精製コストについてのエンジ会社による検討（外注での精製コスト試算）
（ケース分け）                                                                               （処理量）
ケース(1) 膜分離(水素純度90%(軽質不純物多いケース)→目標純度98%) 6.5万Nm3/h
ケース(2) PSA (水素純度90%(軽質不純物多いケース)→目標純度98%)        同上
ケース(3) PSA (水素純度99.0%(トルエンが多いケース)→目標純度99.97%）  同上
ケース(4) PSA (水素純度99.0%(トルエンが多いケース)→目標純度99.97%) 13万Nm3/h
ケース(5) PSA (水素純度90%(軽質不純物多いケース)→目標純度99.97%) 6.5万Nm3/h

                                           純度98.0%：ISO14687 Grade Aレベル、純度99.97%：水素ステーションレベル

・軽質不純物混入ケース：膜･PSA 目標純度99.97%到達無理も99.5%程度まで可
･トルエン混入ケース：PSAでは目標純度99.97%到達可能を確認
・精製コスト：要求水素純度次第で、膜分離はPSA比、設備費･運転費共にやや有利
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３．研究開発成果について    テーマ②燃料用水素を対象とした事業用天然ガス
火力発電所の適用への影響評価㋓

試験の概要 および 発電所への影響評価（続き）

評価結果のトピックス
①対象とした微量成分・濃度範囲においては有機系の析出物(ガム状物質や重合物等)は確認

されなかった。
②発生した析出物は単体硫黄であり、析出には酸素源の共存が不可欠。水素濃度が高いと

析出を抑制する効果あり。
③オレフィンの重合には酸素源が不可欠であるが、酸素源存在下、オレフィン濃度が数100mol 

ppmでも有機系の析出物なし。
④芳香族化合物は炭化の懸念があるが、トルエン3,000mol ppmでも有機系の析出物なし。

また、300℃まで昇温しても炭化等、確認されず。
⑤対象とした微量成分･濃度範囲および評価対象プラント・運用条件の範囲内における評価

では、析出物は ガム状の粘性を有さず、粒径も十分に小さいため、プラント通常運転時には、
ガスタービンのノズル閉塞の可能性は低い結果となった。
ただし、実機条件においては要素試験では再現しきれていない状況もあり得ることから、
実機適用時には定期的なプラント点検や微量成分の確認が必要となろう。
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３．研究開発成果について    テーマ③各種産業用途の水素性状業界規格化と
水素品質規格体系の構築㋐

・水素性状に関する規格項目と閾値の情報収集や実ガス評価の知見を基に用途ごとの水素品質
規格案作成。

・5つの用途の規格項目と閾値を俯瞰し、品質規格体系案を検討。
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３．研究開発成果について    テーマ③各種産業用途の水素性状業界規格化と
水素品質規格体系の構築㋑

XXX用水素品質規格（案）のイメージ

多様な産業用途の水素性状に関する要求事項(規格項目や閾値)から水素品質規格(案)作成

規格項目 純度又は濃度 備考

水素 ○○%以上 水素純度の下限値を規定

AAAA ○○ppm以下 管理すべき微量成分を特定し、
それらの濃度の上限を規定
（根拠や理由も記載したい）

BBBB ○○ppm以下

CCCC ○○ppm以下

• 定置式(発電用)エンジン用

• ボイラー用

• ガスタービン用

• 化学原料用(メタネーション/合成
燃料(FT合成)/メタノール合成）

• 製鉄用(水素直接還元)

委員会体制の基本構造

WGメンバー
⚫ 水素製造・供給事業者
⚫ 水素製造装置メーカー
⚫ 水素消費事業者
⚫ 水素消費装置メーカー

委員会メンバー
⚫ 学識経験者
⚫ JH2A品質SWGリーダー
⚫ 水素製造・供給事業者
⚫ 消費事業者・消費装置ﾒｰｶｰ

WGの役割
◆事務局作成規格案の審議
◆事業者委員からの情報提供
◆規格案の技術的内容決定

技術的内容はこのWG内で決着

委員会の役割
◆各WGの規格案のレベル合せ
◆本NEDO事業成果物の業界と

しての了解
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３．研究開発成果について    テーマ③各種産業用途の水素性状業界規格化と
水素品質規格体系の構築㋒

各用途の水素品質規格案を議論する5つのWGとWGを束ねる有識者委員会の設定（1）

（有識者委員会設定やWG設定でのトピックス）
①有識者として、燃焼のスペシャリスト、汚れ･詰りのスペシャリストを、有識者委員会やWGに設定
②最初にWGを開催したエンジン用WGで、水素品質規格案の議論の前に、水素品質規格設定

の前提条件を議論。この成果を他のWGへも適用し、他のWGの回数低減に貢献

委員会/WG 開催回数 有識者 水素供給者 水素需要家 メーカー

有識者委員会
3回

6/30, 11/18, 2/2
2名 2名 1名 1名

エンジン用WG
4回

1/15, 3/26, 6/25, 
9/3

2名 2名 1名 3名

ボイラー用WG
3回

6/13, 8/26, 10/3
なし 2名 1名 3名

ガスタービン用WG
2回

7/30, 9/12
1名 2名 2名 2名

化学原料用WG
2回

7/23, 10/16
なし 1名 6名 なし

製鉄用WG
2回

8/20, 10/29
なし 2名 3名 なし
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３．研究開発成果について    テーマ③各種産業用途の水素性状業界規格化と
水素品質規格体系の構築㋓

各用途の水素品質規格案を議論する5つのWGとWGを束ねる有識者委員会の設定（2）

（各WGや有識者委員会での議論内容のトピックス）
・定置式（発電用）エンジン用WG：水素純度と紐づく熱量規定の必要性、など
・ボイラー用WG：熱量変動に関するWobbe指数の必要性、排ガスエコノマイザーへの影響、など
・ガスタービン用WG：酸素では逆火の懸念、追加の規格項目としてのシロキサン、など
・化学原料用WG：不活性ガスの製品混入での製品純度低下、製品臭気規格制約、触媒被毒  

物質のモニタリング必要性での制約、など
・製鉄用WG：炭化水素は還元剤であり厳しい制約不要、高温での酸素の鋼材影響、など

・有識者委員会：①5つの用途、定置式（発電用）エンジン、ボイラー、ガスタービン、化学原料、
製鉄の水素品質規格案のための前提条件の内容確認

②前記5用途の水素品質規格案の議論と確認
③水素品質規格体系案に関する成果報告書への記載内容や構成等の議論
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３．研究開発成果について    テーマ③各種産業用途の水素性状業界規格化と
水素品質規格体系の構築㋔

定置式（発電用）エンジン、ボイラー、ガスタービン用の水素品質規格案の一例（1）
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３．研究開発成果について    テーマ③各種産業用途の水素性状業界規格化と
水素品質規格体系の構築㋕

定置式（発電用）エンジン、ボイラー、ガスタービン用の水素品質規格案の一例（2）
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３．研究開発成果について    テーマ③各種産業用途の水素性状業界規格化と
水素品質規格体系の構築㋖

燃焼3用途の水素品質規格案
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３．研究開発成果について    テーマ③各種産業用途の水素性状業界規格化と
水素品質規格体系の構築㋗
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規格項目数･閾値の付与など充実した内容 ⇒ 事業者や事業者間へのグローバルな適用には
ISO化が有効

燃焼用途としての一元化には ⇒ 差異のある項目（黄色ハイライト）の実験等での解決が必要

燃焼3用途の水素品質規格案（続き）



３．研究開発成果について    テーマ③各種産業用途の水素性状業界規格化と
水素品質規格体系の構築㋘

原料2用途の水素品質規格案
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３．研究開発成果について    テーマ③各種産業用途の水素性状業界規格化と
水素品質規格体系の構築㋙原料2用途の水素品質規格案（続き）

原料用途としての一元化 ⇒ 腐食性因子等で1万倍の閾値差があり一元化のハードルは高い
 ⇒ 複数の用途向け水素パイプライン送気用品質の方向性の検討必要



４．今後の見通しについて

以上となります
ご清聴、ありがとうございました

・実用化・事業化のイメージ
本事業では、5つの用途の水素品質規格案の作成と品質規格体系案の考え方の整理

（本事業終了後、これらが活用されることにより）
① 水素供給者と水素需要家間のスムーズな水素の受け渡しが可能となり、水素サプラ

イチェーンが構築され、水素消費拡大につながる

② 水素関連機器を扱うメーカーやエンジニアリング会社での設計検討における水素品質
に関わる障害が緩和され、水素関連事業の普及拡大につながる

業界団体JH2A（一社 水素ﾊﾞﾘｭｰﾁｪｰﾝ推進協議会）と以下の課題への取組を検討中
① 実エンジン試験等をベースとした燃焼3用途の水素品質規格案の一元化

  ② 実験データと最新水素品質情報に基づくISO 14687改訂に資する技術情報構築
  ③ 複数用途の需要家に供給するパイプライン送気用水素品質の考え方の検討
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